
　　　Ｆ Ａ Ｘ　　03－3262－2174

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　ｅ－mail　　kaikaku＠kasei-gakuin.ac.jp

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　届出時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には届出時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　３　大学番号の欄については、平成２３年３月11日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況報告書等

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　　「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

（注）１　「計画の区分」は届出時の基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部）

学校法人　東京家政学院　　　

[平成２１年度設置］

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

東京家政学院大学　家政学部　現代家政学科

　　　計画の区分：学部の学科の設置

　　担当部局（課）名　　改革推進本部事務局

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

平成２３年５月１日現在　　

　　　（夜間）　　03－3262－2251

　　　職名・氏名　　マネージャー　本庄
ホンジョウ

   幹也
ミ キ ヤ

　　　　　　　　　　スタッフ　　　小松
コ マ ツ

   泰
タイ

亮
スケ

　作成担当者

　　　電話番号　　03－3262－2254

届出

大学番号：私058　注３



届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ トシタニ　ノブヨシ ） （ ヤマグチ　タカシ ）

利谷　信義 山口　孝

（平成19年1月） （平成20年6月）

（ トシタニ　ノブヨシ ） （ アマノ　マサコ ）

利谷　信義 天野　正子

（平成17年1月） （平成21年4月）

（ エハラ　アヤコ ） （ ウエムラ　キョウコ ）

江原　絢子 上村　協子

（平成19年4月） （平成21年4月）

（ カワカミ　ウメ ） （ サトウ　ヒロミ ）

川上　梅 佐藤　広美

（平成20年4月） （平成21年4月）

学科の都合により変更
(21)

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

任期満了(21)

退職(21)

学　　長

職　　名

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２３年度に報告する内容　→（23）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２０年度に報告済の内容　→（20）

　　　　記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長 任期満了(21)

　　　　東　　京　　家　　政　　学　　院　　大　　学

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　東　京　家　政　学　院

（２） 大　学　名

　　　〒102-8341
　　　　東京都千代田区三番町22番地　(23）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　〒194－0292

（３） 大学の位置

　　　　東京都町田市相原町2600番地



　　　

　家政学部

　　現代家政学科

　学士（家政学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

182 ( － ) － ( － ) － ( － ) － ( － )

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 3 ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 0 ] [ － ] [ － ] [ － ]

168 ( － ) － ( － ) － ( － ) － ( － )

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 3 ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] ( － ) [ － ] [ － ] [ 0 ] [ － ] [ － ] [ － ]

164 ( － ) － ( － ) － ( － ) － ( － )

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 1 ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] ( － ) [ － ] [ － ] [ 0 ] [ － ] [ － ] [ － ]

95 ( － ) － ( － ) － ( － ) － ( － )

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 1 ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] ( － ) [ － ] [ － ] [ 0 ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　ください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

（注）・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

受験者数

平成２４年度

(   －   )

[ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ]

平成２１年度

志願者数

　　　　には，欄を設けてください。）

460(22)

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

人年次

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２０年度開設の４年制の学科の場合（平成２３年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

Ｂ　 入学者数

合格者数

修業年限

　　　　　　　

備　　考
平成２３年度平成２２年度

平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

人年
人

収容定員

110 120

3年次

4 10

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

－ － －
(   －   ) (   －   ) (   10   )

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

0.86% －－－

平成22年度学
生募集停止

Ａ　 入学定員

0.86倍

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

110

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ 0 ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　 　]

95 － － － － －

[ 0 ] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　 　]

96 － － －

[ 0 ] [ － ] [　　 ] [　 　]

94 －

[　　 ] [　 　]

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

平成２２年度平成２１年度

２年次

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。

平成２３年度

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

計

（注）・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

95

[　　　　 ][    0    ][    0    ][    0    ]

平成22年度学生募集停止
※　平成22年度、再入学者1
名含む

３年次

４年次

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学整数を記入してください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

１年次

備　　　　　考

9496

平成２４年度



[　0　]
2

[　0　]
95

うち平成２１年度入学者  2 人 うち平成２１年度 95 人

[　0　]
2

[　0　]
94

うち平成２１年度入学者 　2 人 うち平成２１年度 93 人

うち平成２２年度入学者 0 人 うち平成２２年度 1 人

[　　　] [　0　]

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 うち平成２２年度 人

うち平成２３年度入学者 人 うち平成２３年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度入学者   人

うち平成２２年度入学者 人 うち平成２２年度入学者  人

うち平成２３年度入学者 人 うち平成２３年度入学者  人

うち平成２４年度入学者 人 うち平成２４年度入学者 人

平成２４年度

（平成24年4月1日～
平成25年3月31日）

計 （累積）計

　　　 ％

（主な退学理由）

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成２１年度

（平成21年4月1日～
平成22年3月31日）

退学者数（ａ） 在学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

2.1％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 （累積）計

（主な退学理由）
・家庭の事情　1人
・学生個人の心身に関する事情　1人

平成２２年度

（平成22年4月1日～
平成23年3月31日）

平成２３年度

（平成23年4月1日～
平成24年3月31日）

計 （累積）計

計 （累積）計

（主な退学理由）

2.1％

（主な退学理由）
・学力不足　　1人
・除籍　　　　1人

　　　 ％

　　　　前年度までの確定した在学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度における退学者数】を，【当該対象年度の入学者数＋当該対象年度

　　　　第１位までを記入してください。なお，参考までに例示を添付しますので，そちらをご参照ください。

（注）・　各年度の退学者数・在学者数については，該当年度間（例えば，平成22年度であれば，平成22年4月1日から平成23年3月末

　　　　まで）の状況を記載してください。また，数字については確定した数値を記入してください。

　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　・　　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載
　　してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる



２　授業科目の概要

＜家政学部　現代家政学科＞

（１） 授業科目表

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

文化と表現1 日本の文学 1前 2 兼1

文化と表現2 外国の言語と文化ａ
1前・後

1後
2 兼1 開講クラス数の増加（23）

文化と表現3 外国の言語と文化ｂ 1前･後 2 兼1

文化と表現4 音楽ａ
1前・後

1後
2 兼1

文化と表現5 音楽ｂ 1前･後 2 兼1

文化と表現6 日本の伝統芸能 2後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

文化と表現7 日本の言語表現 1前 2 兼1

文化と表現8 文化人類学 2後 2 兼1

文化と表現9 美学・美術史 1前 2 兼1

文化と表現10 色彩論 1前･後 2 兼1

文化と表現11 西洋服飾文化史
1後
1前

2 兼1

文化と表現12 日本服飾文化史
1後
1前

2 兼1

文化と表現13 文章表現法 1後 1 兼1

文化と表現14 身体表現法 2前 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

文化と表現15 プレゼンテーション 2後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

数理と情報1 基礎数学ａ 1前 2 兼1

数理と情報2 基礎数学ｂ 1後 2 兼1

数理と情報3 線形数学 1後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

数理と情報4 統計学ａ 1前 2 兼1

数理と情報5 統計学ｂ 1後 2 兼1

数理と情報6 統計学演習 1後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

数理と情報7 情報論 1前 2 兼1

数理と情報8 情報ネットワーク 2前 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

数理と情報9 ゲーム理論 2後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

数理と情報10 コンピュータ概論 1後 2
兼2
兼1

数理と情報11 コンピュータ演習ａ 1前 1
兼2
兼3

数理と情報12 コンピュータ演習ｂ 1後 1 兼3

数理と情報13 コンピュータ演習ｃ 1前 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

数理と情報14 プログラミング演習 2後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

数理と情報15 コンピュータグラフィックス 1後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

数理と情報16 統計解析 1後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

数理と情報17 数学トピックス 1前 2 兼1

からだと健康1 人間の体
1後
1前

2 兼1

からだと健康2 ダイエットとフィットネス 1前 2 兼1

からだと健康3 女性と健康科学
1前
1後

2 兼1

からだと健康4 メンタルヘルス 2前 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

からだと健康5 生理心理学 2前 2 兼1

からだと健康6 レクリエーション概論
1後
1前

2 兼1

からだと健康7 レクリエーション演習 1後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

からだと健康8 レクリエーション現場実習 1前 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

からだと健康9 健康スポーツ演習ａ 1前 1
兼5
兼4

開講クラス数の増加（23）

からだと健康10 健康スポーツ演習ｂ 1後 1
兼6
兼5

開講クラス数の増加（23）

からだと健康11 健康スポーツ演習ｃ 1前 2 兼2

からだと健康12 健康スポーツ演習ｄ 1前･後 2
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

からだと健康13 体育講義 1前 1 兼1

からだと健康14 体育実技 1前 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

からだと健康15 女性と健康医学 1前 2 兼1

専任教員等の配置
備　　　　考

基
礎
科
目

文
化
と
表
現

数
理
と
情
報

か
ら
だ
と
健
康

科目区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数



必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専任教員等の配置
備　　　　考科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

自然と環境1 物理学入門 1前 2 兼1

自然と環境2 生活の中の物理 1後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

自然と環境3 化学入門 1前 2 1 兼1

自然と環境4 命と暮らしの化学 1後 2 兼1

自然と環境5 物理化学の基礎 1前 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

自然と環境6 炭素化合物の世界 1前 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

自然と環境7 海の生物学 1後 2 兼1

自然と環境8 生物学入門 1前 2 兼1

自然と環境9 形と機能の生物学
1後
1前

2 1 兼1 履修状況による変更（23）

自然と環境10 遺伝子の生物学 1後 2 1 兼1

自然と環境11 地球の科学
1前・後

1前
2 兼1 開講クラス数の増加（23）

自然と環境12 環境科学 1後 2 1
兼2
兼1

学年進行に伴い開講せず（23）

自然と環境13 環境と資源
2前・後

2後
2前

2 兼1
教育効果を高めるため配当年
次の変更(22)
開講クラス数の増加（23）

自然と環境14 体験で学ぶ自然科学 2前 2 兼2 学年進行に伴い開講せず（23）

社会と生活1 法学入門（日本国憲法） 1前･後 2 兼1

社会と生活2 市民と法 1前 2 兼1

社会と生活3 くらしと人権 1後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

社会と生活5 社会学入門 1前･後 2 兼1

社会と生活6 社会心理学 2前 2 兼1

社会と生活7 環境心理学 2後 2 兼1

社会と生活8 経済学入門 1前 2 兼1

社会と生活9 生活の経済学 2前 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

社会と生活10 経営学の基礎 1後 2 兼1

社会と生活11 日本の歴史
1前
1後

1前･後
2 兼1

担当教員変更により、配当年
次の変更(21)
履修状況による変更（23）

社会と生活12 世界史の中の日本 1後 2 兼1

社会と生活13 国際関係論 1後 2 兼1

社会と生活15 まちづくり論
1前

1前･後
2 兼1

早期履修を促すため、配当年
次の変更(21)
学年進行に伴い開講せず（23）

社会と生活16 福祉住環境入門 1前 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

生き方の問題1 哲学入門 1前 2 兼1

生き方の問題2 現代の哲学 1後 2 兼1

生き方の問題3 倫理学入門 2前 2
兼1
兼1

担当教員の辞職による。後任
未定(21)
後任決定(22)

生き方の問題4 生命倫理 2後 2
兼1
兼1

担当教員の辞職による。後任
未定(21)
後任決定(22)

生き方の問題5 心理学ａ 1前 2 兼1

生き方の問題6 心理学ｂ 1後 2 兼1

生き方の問題7 人間関係論
1前・後

1後
1前

2 兼1
担当教員の都合により、配当
年次の変更(21)

生き方の問題8 家族の社会学 1前 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

生き方の問題9 生活史
2前
2後

2 兼1
教育効果を高めるため配当年
次の変更(22)
学年進行に伴い開講せず（23）

生き方の問題10 ジェンダー論 1後 2 1 兼1

生き方の問題11 大江スミを語る 1前 2 1
兼3
兼1

開講クラス数の増加（23）

生き方の問題12 生涯教育論 3前 2 兼1

生き方の問題13 地域貢献活動 3前 1 1 兼1

基
礎
科
目

自
然
と
環
境

社
会
と
生
活

生
き
方
の
問
題



必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専任教員等の配置
備　　　　考科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

総合演習1 基礎ゼミ 1前 1
7
8

3
2
1

兼16
兼10

担当教員の辞任及び、採用に
より変更(21)
開講クラス数の増加（23）

総合演習2 海外研修1 2前 2 兼1

総合演習3 海外研修2 2前 2 兼1

総合演習4 インターンシップ 3前 2 兼2

総合演習5 キャリアデザイン 2後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

総合演習6
まちづくり演習a
まちづくり演習Ａ

1前 2 兼1
科目名称の変更(21)
学年進行に伴い開講せず（23）

総合演習7
まちづくり演習b
まちづくり演習Ｂ

1後 2 兼1
科目名称の変更(21)
学年進行に伴い開講せず（23）

総合演習8
まちづくり演習c
まちづくり演習Ｃ

1前 2 兼1
科目名称の変更(21)
学年進行に伴い開講せず（23）

総合演習9
まちづくり演習ｄ
まちづくり演習Ｄ

1後 2 兼1
科目名称の変更(21)
学年進行に伴い開講せず（23）

英語1 Basic English1 1前 1
兼6
兼7

担当教員の退職による（23）

英語2 Basic English2 1後 1
兼6
兼7

担当教員の退職による（23）

英語3 Listening＆Speaking1 1前 1
兼5
兼4

開講クラス数の増加（23）

英語4 Listening＆Speaking2 1後 1
兼5
兼4

開講クラス数の増加（23）

英語5 Reading1 1前 1
兼1
兼2

開講クラス数の減少による変更（23）

英語6 Reading2 1後 1
兼1
兼2

開講クラス数の減少による変更（23）

英語7 Writing1 1前 1
兼1
兼2

開講クラス数の減少による変更（23）

英語8 Writing2 1後 1
兼1
兼2

開講クラス数の減少による変更（23）

英語9 英会話集中講座
1後
1前

1 兼1 教育効果を高めるため変更（23）

英語10 実用英語検定講座1
1後
1前

1 兼1 履修状況による変更（23）

英語11 実用英語検定講座2 1後 1 兼1

フランス語1 フランス語入門1 1前 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

フランス語2 フランス語入門2 1後 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

フランス語3 フランス語初級1 1前 1
兼1
兼2

開講クラス数の減少による変更（23）

フランス語4 フランス語初級2 1後 1
兼1
兼2

開講クラス数の減少による変更（23）

フランス語5 フランス語中級1 1前 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

フランス語6 フランス語中級2 1後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

ドイツ語1 ドイツ語入門1 1前 1 兼1

ドイツ語2 ドイツ語入門2 1後 1 兼1

ドイツ語3 ドイツ語初級1 1前 1 兼1

ドイツ語4 ドイツ語初級2 1後 1 兼1

ドイツ語5 ドイツ語中級1 1前 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

ドイツ語6 ドイツ語中級2 1後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

中国語1 中国語入門1 1前 1 兼1

中国語2 中国語入門2 1後 1 兼1

中国語3 中国語初級1 1前 1 兼1

中国語4 中国語初級2 1後 1 兼1

中国語5 中国語中級1 1前 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

中国語6 中国語中級2 1後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

韓国語1 韓国語入門1 1前 1 兼1

韓国語2 韓国語入門2 1後 1 兼1

韓国語3 韓国語初級1 1前 1 兼1

韓国語4 韓国語初級2 1後 1 兼1

韓国語5 韓国語中級1 1前 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

韓国語6 韓国語中級2 1後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

外
国
語

基
礎
科
目

総
合
演
習



必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専任教員等の配置
備　　　　考科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

日本語1 日本語基礎・読解1 1前 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

日本語2 日本語基礎・読解2 1後 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

日本語3 日本語基礎・読解3 1前 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

日本語4 日本語基礎・読解4 1後 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

日本語5 日本語基礎・レポート1 1前 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

日本語6 日本語基礎・レポート2 1後 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

日本語7 日本語基礎・レポート3 1前 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

日本語8 日本語基礎・レポート4 1後 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

日本語9 日本語応用1 2前 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

日本語10 日本語応用2
3後
3前

1 兼1 教育効果を高めるため変更（23）

日本事情1 日本の歴史と文化1 1前 2 兼1

日本事情2 日本の歴史と文化2 1後 2 兼1

家庭経営学概論 1前 2 1 1 兼2

児童学概論 1前 2
兼4
兼3

開講クラス数の増加（23）

衣環境学概論 1前 2 1 1 1
兼4
兼2

担当教員の昇任により、変更
(21)
開講クラス数の増加（23）

食科学概論 1前 2 1 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

栄養学概論 1前 2 1
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

食品学概論 1後 2
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

住居学概論 1前 2 兼1

社会福祉学概論
1後
1前

2 兼1 教育効果を高めるため変更（23）

消費経済論 2前 2 兼1

消費者情報論 1後 2 兼1

家族関係論 1後 2 兼1

保育学 3後 2 兼1

育児学 2後 2 兼1

青年心理学 2後 2 兼1

人格心理学 3後 2
兼1
兼1

担当教員の辞職による。後任
未定(21)
後任決定（23）

心理学実験Ⅰ 2前 2 兼2

心理学実験Ⅱ 2後 2 兼2

家庭看護 2前 2 兼1

住生活（製図を含む） 3前 2 兼1

家庭電気・機械・情報処理 3後 2 兼1

服飾造形実習Ⅰ 1後･2前 1 1 1 兼1
担当教員の昇任により、変更
(21)

衣構成学実習Ⅰ 1後･2前 1 1
兼2
兼1

担当教員の辞職により、担当
教員変更(22）
教員採用に伴う担当教員の追
加（23）

基礎調理 1後 2 1 1
兼2
兼1

担当教員の辞職により、変更
(21)
開講クラス数の増加（23）

多変量統計入門 2後 2 兼1

自然科学の記述法 1前 2 兼1

基礎物理学 1後 2 兼1

基礎化学 1前 2 1 兼1

有機化学 1後 2 1 兼1

基礎生物学Ａ 1前 2 1 兼1

基礎生物学Ｂ 1後 2 1 兼1

機器分析法
2後
2前

2
兼3
兼1

担当教員の退職により、担当
教員の変更（23）

自然科学実験法
1前
1後

1 1
兼2
兼1

履修状況による変更（23）

食料経済
3前
3後

2 兼1 教育効果を高めるため変更（23）

日
本
語
・
日
本
事
情

基
礎
科
目

家
政
学
部
共
通
専
門
科
目

専
門
科
目



必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専任教員等の配置
備　　　　考科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

消費者教育
2後
2前

2 兼1 履修状況による変更（23）

食文化論 3後 2 1
担当教員の辞職による。後任
未定(21)

フードサービスビジネス論
3前
3後

2 兼1 教育効果を高めるため変更（23）

調理と文化 4前 2 1 兼1
担当教員の辞職による。後任
未定(21)

衣生活計画論 3前 2 1 兼1

消費科学 3後 2 兼1

地球環境と消費者 2後 1 兼1

消費者行政と法律
3前
3後

2 兼1 教育効果を高めるため変更（23）

リスクマネジメント 3前 2 1 兼1

社会調査法 2前 2 兼1

会計情報演習 2前 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

消費者ビジネス演習Ａ 2前 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

消費者ビジネス演習Ｂ 2後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

高度情報社会と消費者 2後 2 兼1

コミュニケーションと情報 2前 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

ビジネスコミュニケーション 3後 2 兼1

生活ビジネス研究 3後 2 兼1

消費者ビジネスマネジメント 3前 2 兼1

家庭経済学 2前 2 1 兼1

家政学原論 2後 2 1
兼2
兼1

生活と倫理 2後 2 兼1 届出時、記載漏れ（22）

生活設計論
3前
3後

2 1 兼1 教育効果を高めるため変更（23）

地域とくらしⅠ 4前 1 1 兼1

地域とくらしⅡ 4後 1 1 兼1

消費者研究ゼミⅠ
3後
3前

1 1
兼3
兼2

教育効果を高めるため変更（23）

消費者研究ゼミⅡ 3後 1 1
兼3
兼2

消費生活演習Ａ（食と人間） 3前 1 3 2 兼5

消費生活演習Ｂ（衣と人間） 3後 1 3 1 兼4

現代社会と子ども・青年 2後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

児童福祉論 2後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

母子保健
2前
2後

2 兼1
教育効果を高めるため配当年
次の変更(22)
学年進行に伴い開講せず（23）

家族論 2後 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

子どもとコミュニティ 3後 1 1 兼1

子ども史 3前 2 1 兼1

家庭の法律 3前 2 兼1

比較家族論 3後 2 兼1

女性史 2後 2 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

国際協力と家政学 2前 2 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

ＮＧＯ/ＮＰＯ論 2前 1 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

コミュニティ論
2前
2後

2 1 兼1
教育効果を高めるため配当年
次の変更(22)
学年進行に伴い開講せず（23）

女性問題研究 3前 2 1 兼1
調

査

・

研

究

生活総合研究 3後 2 2 1 兼3

テキスタイル材料学 2前 2 1 兼1

高分子材料学実験 3後 1 1
兼2
兼1

教員採用に伴う担当教員の追
加（23）

衣繊維学 2後 2 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

繊維学実験 2後 2 1 兼1

機器分析実験 2後 1 2 兼2 学年進行に伴い開講せず（23）

繊維製品試験法 3前 2 1 兼1

衣管理学 2後 2 1 兼1

衣管理学実験 3後 1 1
兼2
兼1

教員採用に伴う担当教員の追
加（23）

衣管理学演習 4前 2 1 兼1

染色学 3前 2 1 兼1

染色学実験 3前 1 1 兼1

応用染色学 3後 2 1 兼1

応用染色実習Ⅰ 3後 1 1
兼2
兼1

教員採用に伴う担当教員の追
加（23）

応用染色実習Ⅱ 4前 1 1 兼1
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必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専任教員等の配置
備　　　　考科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

服飾設計論 2前 2 1 兼1
担当教員辞職により、担当教
員変更(22)

服飾造形実習Ⅱ 2後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

服飾造形実習Ⅲ 3後 1 1 兼1

アパレル生産実習 3前 1 1 兼1

アパレルデザイン論・演習 2前 2 兼1

ファッション造形論 2後 2 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

衣構成学実習Ⅱ 2後 1 1 兼1
担当教員辞職により、担当教
員変更(22)
学年進行に伴い開講せず（23）

衣構成学実習Ⅲ 3前 1 1 兼1

テキスタイルデザイン実習Ⅰ 3前 1 兼1

テキスタイルデザイン実習Ⅱ 3後 1 兼1

服飾工芸実習 3後 1 兼1

テキスタイルアドバイザー実習 4前 1 1 兼1

衣環境衛生学
3後
3前

2 兼1 教育効果を高めるため変更（23）

食品学 2前 2 1 兼1
担当教員の辞職による。後任
未定(21)
後任決定(22)

食品の機能と物性 2前 2 1
兼2
兼1

食品の貯蔵と加工 3前 2 1 兼1
担当教員の辞職による。後任
未定(21)
後任決定（23）

食品微生物学 2後 2 1 兼1

担当教員の辞職による。後任
未定(21)
後任決定(22)
学年進行に伴い開講せず（23）

食品の管理と衛生 3後 2 1 兼1

バイオテクノロジー概論 3後 2 1 兼1

栄養学 2前 2 1 兼1

人体の構造と機能 2後 2 1 兼1

バイオサイエンスⅠ 2後 2 1 兼1

バイオサイエンスⅡ 3前 2 1 兼1

バイオサイエンス演習 3後 2 1 1 1
兼3
兼2

担当教員の辞職により、変
更,(21)
後任決定（23）

調理科学 2後 2 1 兼1

調理とフードコーディネート 2前 2 1 兼1

調理と素材 3前 2 1 兼1

調理と献立 3後 2 1 兼1

食文化演習A 2前 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

食文化演習Ｂ 2後 1 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

食文化特論Ａ 2前 2 兼1 学年進行に伴い開講せず（23）

食文化特論Ｂ 3後 2 兼1

官能検査論 3前 2 兼1

自然科学演習 2前 2 2 1 兼3 学年進行に伴い開講せず（23）

食科学実験・実習Ⅰ 2後 2 1 1 1 兼3 学年進行に伴い開講せず（23）

食科学実験・実習Ⅱ 3前 2 1 1
兼3
兼1

食科学演習 3後 1 3 1 兼4

卒業研究Ａ 4前 2 8 3 1
兼15
兼3

卒業研究Ｂ 4後 2 8 3 1
兼15
兼3

教師論
1前・後

1後
2 1

兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

教育原理
2前・後

2前
2 1 兼1 開講クラス数の増加（23）

教育心理学 1前 2
兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

教育制度論
2前・後

2前
2 1

兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

教育課程論
2前・後

2前
1 兼1 開講クラス数の増加（23）

家庭科教育法A 3前 2 3 1
兼3
兼4

担当教員の見直し（23）

家庭科教育法B 3後 2 3 1
兼3
兼4

担当教員の見直し（23）

家庭科教育法C 3後 2 兼3

家庭科教育法D 3後 2 兼1

食
科
学

企
画
・
造
形

フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン
テ
キ
ス
タ
イ
ル

専
門
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

資
格
科
目

食
科
学

食
文
化
・
調
理

総
合

流

通

・

消

費

・

環

境

食
品
・
バ
イ
オ



必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専任教員等の配置
備　　　　考科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

道徳教育論
2前
2後

2
兼2
兼1

教育効果を高めるため配当年
次の変更(22)
開講クラス数の増加（23）

特別活動論 3前 2 兼1

教育方法・技術論
3前・後

3前
1

兼2
兼1

開講クラス数の増加（23）

生徒指導論 3前 2 兼1
担当教員の辞職による。後任
未定(21)

教育相談論
2前・後

2前
2

兼4
兼1

開講クラス数の増加（23）

教職総合演習A 3後 1 1

兼6
兼3
兼2
兼3

担当教員の辞職により、変
更,(21)
開講クラス数の増加（23）

教職総合演習B 4前 1 1
兼2
兼1
兼2

担当教員の辞職により、変
更,(21)

教育実習指導 4前 1 1 兼1

教育実習A 4前 4 兼1
担当教員の辞職による。後任
未定(21)

教育実習B 4前 2 兼1
担当教員の辞職による。後任
未定(21)

博物館概論 2後 2 兼1

博物館資料論 3前 2 兼1

博物館経営論 3後 2 兼1

博物館情報論 3前 2 兼1

教育学概論
2前・後

2前
2 1 兼1 開講クラス数の増加（23）

生涯学習概論
3前
3後

1 兼1 教育効果を高めるため変更（23）

視聴覚教育メディア論 3前 1 兼1

博物館実習 4通 3 兼1

選　択 自　由

科目 科目

283 0

　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（２） 授業科目数

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

0 299

[　0　]

　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記載してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

　　　　修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても，「（１）授業科目表」にはその状況を

　　　　反映させてください。（ただし、「（３）未開講科目」欄には記載する必要はありません）。

15 298 15 284

科目 科目

[　1　] [　0　] [　1　]

科目 科目 科目 科目

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　考

必　修 計 必　修 選　択 自　由 計

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

学
芸
員
資
格
認
定
に
必
要
な
科
目

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２２年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

教
職
に
関
す
る
科
目

資
格
科
目



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

　　　　科目があった場合は，（１）「授業科目表」にその状況を反映させてください。）

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。（ただし，未開講

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目や廃止科目はありません。

（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

＝ 0.00
届出時の計画の授業科目数の計

（注）・届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　知方法」を記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」



備考

大学全体の数値を記入
したことによる変更
(23)

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 122,024㎡ 0㎡ 0㎡ 122,024㎡

運動場用地 10,670㎡ 0㎡ 0㎡ 10,670㎡

小　　　計 132,694㎡ 0㎡ 0㎡ 132,694㎡

5,112㎡

合　　　計 137,806㎡ 0㎡ 0㎡ 137,806㎡

そ　の　他 5,112㎡ 0㎡ 0㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

（　　　　29,761㎡） （　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡）

計

40,261㎡
29,761㎡

0㎡ 0㎡
40,261㎡
29,761㎡

（　　　　29,761㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

28室
16室
19室

26室
25室

5室
3室

2室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数 キャンパス移転による

教室等の変更、追加
(23)家政学部　現代家政学科

23
13

室

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標　　本

図書、学術雑誌等の見
直しによる変更（22）

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

現代家政学科

253,593〔33,046〕
259,192〔31,622〕
235,230〔31,445〕

1,685〔127〕
1,835〔152〕
1,657〔361〕

2,100〔2,100〕
2,700〔2,700〕

6,569
6,143
6,035

28
38

0

(253,593
〔33,046〕)
(259,192

(1,685〔127〕)
(1,835〔152〕)
(1,657〔361〕)

（2,100〔2,100〕）
（2,700〔2,700〕）

(6,569)
(6,143)
(6,035)

(28)
(38)

(0)

計

253,593〔33,046〕
259,192〔31,622〕
235,230〔31,445〕

1,685〔127〕
1,835〔152〕
1,657〔361〕

2,100〔2,100〕
2,700〔2,700〕

6,569
6,143
6,035

28
38

0

(253,593
〔33,046〕)
(259,192

(1,685〔127〕)
(1,835〔152〕)
(1,657〔361〕)

（2,100〔2,100〕）
（2,700〔2,700〕）

(6,569)
(6,143)
(6,035)

(28)
(38)

(0)

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

2,421㎡ 362 248,000

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,056㎡ テニスコート5面 ゴルフ練習場1棟

区　　分 開設前年度 開設年度
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 2,000千円

完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 300千円 300千円 図書購入費 30,270千円 35,000千円 35,000千円

完成年度

第６年次

1,320千円 1,020千円

2,000千円 設備購入費 36,950千円 40,000千円

1,020千円 1,020千円 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学経常費補助金等

35,000千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

キャンパス移転による
教室等の変更、追加
(23)

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」を

　　　　併せて提出してください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２３年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（23）」を「備考」に赤字で記入してください。

千円

（注）・　届出時の計画を，届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている

　　　　いる場合，複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

現代生活学部

　現代家政学科 4 120 10 500
学士

(家政学) 0.92 平成22年度

　健康栄養学科 4 105 - 420
学士

(家政学) 1.25 平成22年度

　生活デザイン学科 4 120 10 500
学士

(家政学) 1.04 平成22年度

　児童学科 4 80 5 330
学士

(児童学) 1.22 平成22年度

　人間福祉学科 4 80 5 330 学士
(社会福祉) 0.42 平成22年度

家政学部

　家政学科

　　家政学専攻 4 - - -
学士

(家政学) - 昭和38年度

　　管理栄養士専攻 4 - - -
学士

(家政学) - 昭和38年度

　現代家政学科 4 - - -
学士

(家政学) - 平成21年度

　健康栄養学科 4 - - -
学士

(家政学) - 平成21年度
  東京都千代田区
  三番町22番地

  キャンパス移転に
  伴い所在地変更(23)

　児童学科 4 - - -
学士

(家政学) - 平成17年度

　住居学科 4 - - -
学士

(家政学) - 昭和59年度

人文学部

　日本文化学科 4 - - -
学士

(文学) - 昭和63年度
  東京都町田市
  相原町2600番地

　工芸文化学科 4 - - -
学士

(文学) - 昭和63年度

　人間福祉学科 4 - - - 学士
(社会福祉) - 平成11年度

　文化情報学科 4 - - - 学士
(文化情報) - 平成17年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

経営情報学部

　経営情報学科 4 200 - 800 学士
(経営情報) 0.61 平成22年度

情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 -

　情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 - - - 学士
(情報ﾒﾃﾞｨｱ) - 平成17年度

　国際交流学科 4 - - - 学士
(国際交流) - 平成17年度

  平成22年度より
  学生募集停止

筑波学院大学

茨城県つくば市
吾妻3丁目1番地

 平成22年度より
 学生募集停止

  東京都千代田区
  三番町22番地

 キャンパス移転に
 伴い所在地変更(23)

  東京都町田市
  相原町2600番地

  平成21年度より
  学生募集停止

４　既設大学等の状況

東京家政学院大学



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

生活科学科

  生活科学専攻 2 - - - 短期大学士
(生活科学) - 昭和25年度

  食物栄養専攻 2 - - - 短期大学士
(生活科学) - 昭和25年度

  食品ﾊﾞｲｵ専攻 2 - - - 短期大学士
(生活科学) - 平成16年度

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　・　「定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

　　　　している場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期

　　　　大学において専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

　　　　学部，学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等

　　　　専門学校ごとに，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

　　　・　届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

東京家政学院短期大学

東京都千代田区三
番町22番地

 平成21年度より
 学生募集停止
 平成23年1月廃止
 認可申請中（23）

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，既に設置している全ての大学の



染色学実験

テキスタイルアドバイザー実習

総合演習1 基礎ゼミ

卒業研究A

卒業研究B

消費生活演習B(衣と人間)※

テキスタイル材料学

高分子材料学実験

衣繊維学

繊維学実験

機器分析実験

染色学

専任 教授 安藤　穣 平成21年4月

衣管理学演習

応用染色学

卒業研究B

消費生活演習B（衣と人間）※

生き方の問題11 大江スミを語る

応用染色実習Ⅰ

応用染色実習Ⅱ

卒業研究A

総合演習1 基礎ゼミ

衣環境学概論※

機器分析実験

繊維製品試験法

衣管理学

衣管理学実験
専任 教授 藤居　眞理子 平成21年4月

衣構成学実習Ⅲ

家庭科教育法A※

家庭科教育法B※

消費生活演習B(衣と人間)※

平成22年4月
衣構成学実習Ⅰ
衣構成学実習Ⅱ
服飾設計論

後任決定（23）
「衣構成学実習Ⅱ」は、学年進行に伴
い開講せず（23）
平成22年3月、川上教授辞任のため
平成22年度より担当者の変更(22)
「後任未定」開講年次までに担当者を
決定する。なお、、「卒業研究A」、「卒
業研究B」、「消費生活演習B(衣と人
間)」、「家庭科教育法A」、「家庭科教
育法B」は、他に担当教員がいるた
め、支障はない。

総合演習1 基礎ゼミ

服飾設計論※ 兼担 教授 畝部　典子 平成23年4月 総合演習１ 基礎ゼミ

兼担 講師 富田 弘美

衣生活計画論

衣構成学実習Ⅱ

家庭科教育法A※

家庭科教育法B※

教育実習指導※

専任 教授 川上　梅 平成21年4月

衣構成学実習Ⅰ

卒業研究A

卒業研究B

食科学演習※

卒業研究A

卒業研究B

消費生活演習A（食と人間）※

平成22年4月 調理とフードコーディネート

食文化論

調理と文化

調理とフードコーディネート 兼担 准教授 小口　悦子

食科学演習
消費生活演習A（食
と人間）

兼担

平成21年4月 食科学概論

後任決定（23）
平成21年3月、江原教授辞任のため
平成21年度より担当者の変更(21)

基礎調理 兼担 准教授 小口　悦子 平成21年4月 基礎調理

総合演習1 基礎ゼミ

食科学概論※ 兼担 講師 山﨑　薫

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月

専任 教授 江原　絢子 平成21年4月

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名

専任・

５　教員組織の状況

＜家政学部　現代家政学科＞

職名
氏　　名

（年　齢）

（１） 担当教員表

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名

教授 植竹　桃子 平成23年4月 家庭科教育法Ａ

兼担 講師 山﨑　薫 平成23年4月

総合演習１ 基礎ゼミ

兼担 講師 富田 弘美 平成23年4月
衣生活計画論
衣構成学実習Ⅲ

兼担 准教授 内田　宗一 平成23年4月

兼担 平成22年4月

総合演習１ 基礎ゼミ

兼担 講師 富田 弘美 平成23年4月

兼担 助教 井澤　尚子 平成23年4月

消費生活演習B（衣
と人間）

平成22年4月

「衣繊維学」、「機器分析実験」は、学
年進行に伴い開講せず（23）
「消費生活演習B（衣と人間）」は、開
講クラス数減のため担当せず（23）
担当者変更（23）

兼担 助教 朝倉　和子 平成23年4月 総合演習１ 基礎ゼミ

「機器分析実験」は、学年進行に伴い
開講せず（23）
担当者変更(23)

兼担



氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名

消費生活演習A(食と人間)※

総合演習1 基礎ゼミ

調理科学

調理と素材

調理と献立

食科学実験・実習Ⅰ※

卒業研究A

卒業研究B

専任 准教授 小口　悦子 平成21年4月

自然科学実験法※

食品の機能と物性※

自然科学演習※

食科学実験・実習Ⅰ※

自然と環境12 環境科学※

総合演習1 基礎ゼミ

基礎化学

有機化学

教育学概論

専任 教授 横山　弥生 平成21年4月

自然と環境3 化学入門

食科学演習※

卒業研究A

卒業研究B

消費生活演習A(食と人間)※

卒業研究A

卒業研究B

教師論

教育原理

総合演習1 基礎ゼミ

子ども史

女性史

生活総合研究

家庭科教育法A※

家庭科教育法B※

専任 教授 佐藤　広美 平成21年4月

生き方の問題13 地域貢献活動

教育制度論

教職総合演習A※

教職総合演習B※

兼担 平成22年4月

家庭経営学概論※

生活設計論

リスクマネジメント

地域とくらしⅠ

地域とくらしⅡ

生活総合研究

家庭経済学

家政学原論※

消費生活演習A（食と人間）※

専任 教授 上村　協子 平成21年4月

総合演習1 基礎ゼミ

消費者研究ゼミⅠ

消費者研究ゼミ Ⅱ

卒業研究A

卒業研究B

食科学実験・実習Ⅱ※

食科学演習※

卒業研究A

卒業研究B

基礎生物学B

バイオサイエンス演習※

人体の構造と機能

自然科学演習※

専任 教授 岩見　哲夫 平成21年4月

自然と環境9 形と機能の生物学

自然と環境10 遺伝子の生物学

総合演習1 基礎ゼミ

基礎生物学A

兼担 平成22年4月

「自然科学演習」は、学年進行に伴い
開講せず（23）
「食科学演習」は、開講クラス数のた
め担当せず（23）
担当者変更（23）

兼担 教授 望月　史郎 平成23年4月 総合演習１ 基礎ゼミ

兼担 平成22年4月

「女性史」は、学年進行に伴い開講せ
ず（23）
「生き方の問題13 地域貢献活動」
は、開講クラス数減により担当せず
（23）
担当者変更（23）

兼担 准教授 沼波　秀樹 平成23年4月 総合演習１ 基礎ゼミ

兼担 平成22年4月

「自然と環境12環境科学」、「自然科
学演習」、「食科学実験・実習Ⅰ」は、
学年進行に伴い開講せず（23）
「食品の機能と物性」は、開講クラス
数減により担当せず(23)
担当者変更（23）

兼担 教授 岩見　哲夫 平成23年4月 自然科学実験法

兼担 准教授 千葉　一寛 平成23年4月 総合演習１ 基礎ゼミ

兼担 平成22年4月

「食科学実験・実習Ⅰ」は、学年進行
に伴い開講せず（23）
担当者の変更（23）

兼担 准教授 大嶋　徹 平成23年4月 総合演習１ 基礎ゼミ



氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

卒業研究A

卒業研究B

兼担 教授 小野塚　久枝 平成22年4月

社会と生活9 生活の経済学

会計情報演習

消費者研究ゼミⅠ

消費者研究ゼミ Ⅱ

生き方の問題6 心理学b

文化と表現1 日本の文学

兼担 教授 小瀬　康行 平成22年9月

文化と表現13 文章表現法

博物館概論

博物館資料論

からだと健康15 女性と健康医学

兼担 教授 市原　信 平成21年4月

心理学実験Ⅰ※

心理学実験Ⅱ※

からだと健康5 生理心理学

社会と生活7 環境心理学

生き方の問題5 心理学a

兼担 教授 朝山　光太郎 平成21年4月

平成22年4月
平成21年4月

「食科学実験・実習Ⅰ」は、学年進行
に伴い開講せず（23）
就任予定年月を平成22年4月から平
成21年4月に変更(21)

バイオサイエンスⅠ

バイオサイエンスⅡ

バイオサイエンス演習※

食品の管理と衛生

栄養学

食科学実験・実習Ⅰ※

バイオテクノロジー概論

兼担
専任

専任 講師 山崎　薫 平成22年4月

消費生活演習B(衣と人間)※

服飾造形実習Ⅲ

講師 山崎　薫

服飾造形実習Ⅲ

総合演習1 基礎ゼミ

アパレル生産実習

ファッション造形論

兼担 講師 富田　弘美 平成32年4月

兼担
専任

准教授
平成22年4月
平成21年4月

専任 講師 山村　明子 平成21年4月

衣環境学概論※

服飾造形実習Ⅰ

服飾設計論※

卒業研究A

卒業研究B

食科学演習※

卒業研究A

卒業研究B

消費生活演習A(食と人間)※

兼担 講師

後任未定

奈良　一寛

奈良　一寛

バイオサイエンス演習※

自然科学演習※ 兼担 講師

後任決定（23）
「食科学演習」は他に担当教員がいる
ため支障がない（23）
「食品微生物学」、「自然科学演習」
は、学年進行に伴い開講せず(23)
平成21年3月、清水理子准教授辞任
のため、平成21年度より担当者の変
更(21)
後任として、平成21年4月、奈良一寛
専任講師を採用
「後任未定」開講年次までに担当者を
決定する。

平成22年4月 食品学

平成21年4月

食品微生物学

平成22年4月 自然科学演習※

平成22年4月

食品の貯蔵と加工 奈良　一寛

兼担 講師 奈良　一寛

食品学 兼担 講師 奈良　一寛

家庭科教育法B※

専任 准教授 清水　理子 平成21年4月

総合演習1 基礎ゼミ

食品微生物学

食科学実験・実習Ⅱ※

専任 准教授

生活総合研究

卒業研究A

卒業研究B

家庭科教育法A※

国際協力と家政学

NGO/NPO論

コミュニティ論

女性問題研究

生き方の問題10 ジェンダー論

総合演習1 基礎ゼミ

家庭経営学概論※

子どもとコミュニティ

藤掛　洋子 平成21年4月

兼担 平成22年4月

「国際協力と家政学」、「NGO/NPO
論」、「コミュニティ論」は、学年進行に
伴い開講せず（23）
「家庭科教育法Ａ」。「家庭科教育法
Ｂ」は、開講クラス数減のため担当せ
ず（23）
担当者の変更（23）

兼担 教授 井上　眞弓 平成23年4月 家庭経営学概論

兼担 准教授 大和田　寛 平成23年4月 総合演習１ 基礎ゼミ

兼担 講師 平成23年4月

食品の貯蔵と加工
消費生活演習A(食
と人間)
食科学実験・実習Ⅱ
バイオサイエンス演
習

総合演習1 基礎ゼミ

「服飾設計論」は開講クラス数減のた
め担当せず（23）
「ファッション造形論」は、学年進行に
伴い開講せず（23）
担当者変更（23）
昇任による職名変更（21）
昇任による職名変更（21）

兼担 講師 藤田　恵子 平成32年4月
衣環境学概論
服飾造形実習Ⅰ

兼担 教授 植竹　桃子 平成32年4月 衣環境学概論
消費生活演習B(衣
と人間)

兼担 教授 石﨑　公子 平成23年4月 総合演習１ 基礎ゼミ

生き方の問題11大
江スミ先生を語る
総合演習1基礎ゼミ

兼担 教授 大久保　晴雄 平成21年4月

兼担 教授 井上　眞弓 平成23年4月

「社会と生活9 生活の経済学」、「会計
情報演習」は、学年進行に伴い開講
せず（23）
「消費者研究ゼミⅠ」、「消費者研究ゼ
ミⅡ」は、開講クラス数減のため担当
せず（23）



氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名

平成21年4月
所属学科の都合により、担当者の変
更(21)

平成22年3月、薩田教授定年退職仁
伴う後任決定（23

「社会と生活16 福祉住環境入門」は、
学年進行に伴い開講せず（23）

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

平成22年3月、薩田教授定年退職仁
伴う後任決定（23

機器分析法

教職総合演習A※

文化と表現8 文化人類学

食文化特論B

食品学概論

有機化学

兼担 教授 中村　アツコ 平成21年4月

自然と環境5 物理化学の基礎

自然と環境6 炭素化合物の世界

自然と環境12 環境科学※

自然と環境14 体験で学ぶ自然科学

社会福祉学概論

社会と生活16 福祉住環境入門

からだと健康1 人間の体

自然と環境4 命と暮らしの化学

総合演習9 まちづくり演習D

家庭科教育法C※

科目名称訂正(21)
「社会と生活15 まちづくり論」、「総合
演習6 まちづくり演習ａ」、「総合演習7
まちづくり演習ｂ」、「総合演習8 まち
づくり演習ｃ」、「総合演習9 まちづくり
演習ｄ」は学年進行に伴い開講せず
（23）

総合演習7 まちづくり演習B

総合演習8 まちづくり演習C

兼担 教授 杉本　茂 平成21年4月

からだと健康3 女性と健康科学

社会と生活15 まちづくり論

総合演習4 インターンシップ※

総合演習6 まちづくり演習A 総合演習6 まちづくり演習ａ

平成23年4月

平成21年4月
総合演習7 まちづくり演習ｂ

総合演習9 まちづくり演習ｄ

総合演習8 まちづくり演習ｃ

卒業研究B

からだと健康3 女性と健康科学

社会と生活6 社会心理学

高度情報社会と消費者

コミュニケーションと情報

ビジネスコミュニケーション

食文化演習A

食文化演習B

卒業研究A

栄養学概論

総合演習１ 基礎ゼミ

英語1 Basic English1

平成21年4月
英語4 Listening&Speaking2

平成22年4月 育児学

母子保健

からだと健康2 ダイエットとフィットネス

育児学 兼担 准教授 吉賀　成子

母子保健

兼担 教授 門脇　弘子 平成22年9月

「母子保健」は、学年進行に伴い開講
せず（23）
門脇教授の辞任のための担当者変
更（22）兼任 講師 野中　和代 平成22年4月

兼担 教授 金子　和正 平成21年4月

からだと健康10 健康スポーツ演習b

からだと健康11 健康スポーツ演習c

からだと健康12 健康スポーツ演習d

からだと健康13 体育講義

からだと健康14 体育実技

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

平成23年4月

兼担 教授 萱原　雅弘 平成21年4月 兼任 講師 萱原　雅弘

兼担 教授 熊井　保 平成22年4月

平成21年4月

平成21年3月、萱原雅弘教授辞任の
ため、平成21年4月、兼任講師として
担当(21)
開講クラスの増加により、担当科目を
追加(21)
萱原雅弘講師辞任。なお、すべての
担当科目についてすでに他の担当者
がいるため支障はない（23）

英語7 Writing1

英語8 Writing2

「食文化演習Ａ］、「食文化演習Ｂ」
は、学年進行に伴い開講せず（23）

英語2 Basic English2

英語3 Listening&Speaking1

専任 講師 山﨑　薫

兼担 教授 小池　澄男 平成22年4月

兼担 教授 倉田　澄子

「コミュニケーションと情報」は、学年
進行に伴い開講せず（23）
開講クラス数増のため担当者追加
（23）

平成23年4月 総合演習１ 基礎ゼミ

兼担 教授 薩田　清明 平成21年9月 兼担 教授 朝山　光太郎

平成21年9月

兼担 教授 鈴木　百合子 平成21年9月

家族関係論

家庭科教育法C※

家族関係論
鈴木百合子講師辞任による担当者の
変更（23）
平成21年3月、鈴木百合子教授辞任
のため、平成21年4月、兼任講師とし
て担当(21)
なお、「家庭科教育法C」は、他に担当
教員がいるため、支障はない。

兼任 講師 林　葉子 平成23年4月 家族関係論

兼任 講師 鈴木　百合子

兼担 教授 高橋　幸三郎 平成21年4月

兼担 教授 田中　清章 平成21年4月

兼担 教授 土屋　富雄 平成23年4月
数理と情報10コン
ピュータ概論

兼担 教授 永島　成晃 平成21年4月 兼担 教授 金子　和正 平成23年4月 からだと健康１ 人間の体

兼担 教授 横山　弥生 平成23年4月

「自然と環境5 物理化学の基礎」、「自
然と環境6 炭素化合物の世界」、「自
然と環境14 体験で学ぶ自然科学」
は、学年進行に伴い開講せず（23）
平成23年3月、中村アツコ教授定年退
職による担当者の変更。なお、「有機
化学」は、他に担当教員がいるため支
障はない。（23）

自然と環境4 命と暮らしの化学

食品学概論

機器分析法

機器分析法

教職総合演習A

兼担 講師 三宅　紀子 平成23年4月

兼担 教授 安藤　穣 平成23年4月

兼担 教授 藤居　眞理子 平成23年4月

兼担 教授 大久保　晴雄 平成23年4月

西海　賢二 平成22年9月兼担 教授
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開講クラス数増のため担当者追加
（23）

平成22年3月、渡邊健一教授退職に
伴う担当者の変更（23）

昇任による職名変更（22）

教授 平成23年4月
社会と生活2 市民と法

社会と生活3 くらしと人権

教職総合演習A※

社会と生活1 法学入門(日本国憲法)

兼担 准教授 尾崎　利生 平成21年4月

教職総合演習B※

英語3 Listening&Speaking1

英語4 Listening&Speaking2

英語7 Writing1

英語8 Writing2

平成23年4月 住生活(製図を含む)

英語1 Basic English1

英語2 Basic English2

生き方の問題13 地域貢献活動 平成21年4月

からだと健康7 レクリエーション演習

からだと健康8 レクリエーション現場実習

からだと健康11 健康スポーツ演習c

「からだと健康7 レクリエーション演
習」、「からだと健康8 レクリエーション
現場実習」は、学年進行に伴い開講
せず（23）
「からだと健康13体育講義」は、クラス
数減により担当せず（23）
開講クラスの増加により、担当科目を
追加(21)

からだと健康9 健康スポーツ演習ａ

からだと健康10 健康スポーツ演習ｂ

からだと健康13 体育講義

からだと健康14 体育実技

住居学概論兼担 教授 杉本　茂 平成23年4月

社会と生活13 国際関係論

英語1 Basic English1

英語2 Basic English2

英語1 Basic English1※

児童学概論※

住居学概論

総合演習2 海外研修1
兼担 教授 細渕　昌美 平成21年4月

総合演習3 海外研修2

多変量統計入門

平成23年4月

数理と情報4 統計学a

数理と情報4 統計学a 数理と情報5 統計学b

数理と情報5 統計学b

数理と情報16 統計解析

数理と情報17 数学トピックス

数理と情報3 線形数学

兼担 講師 新海　公昭

教職総合演習B※

教育実習指導※

数理と情報1 基礎数学a

数理と情報2 基礎数学b

卒業研究B

教育心理学

人格心理学

教職総合演習A※

教育実習A

教育実習B

青年心理学

生徒指導論

消費者ビジネスマネジメント

消費者研究ゼミⅠ

消費者研究ゼミⅡ

卒業研究Ａ

消費者ビジネス演習B

生活ビジネス研究

社会と生活10 経営学の基礎

総合演習4 インターンシップ※

総合演習5 キャリアデザイン

消費者ビジネス演習A

兼担 教授 新田　義則 平成21年9月

「総合演習5 キャリアデザイン」、「消
費者ビジネス演習A」、「消費者ビジネ
ス演習B」は、学年進行に伴い開講せ
ず（23）
「社会と生活9 生活の経済学」、「会計
情報演習」は、学年進行に伴い開講
せず（23）
「消費者研究ゼミⅠ」、「消費者研究ゼ
ミⅡ」は、開講クラス数減のため担当
せず（23）

兼担 教授 根本　橘夫 平成21年4月

兼任 講師 根本　橘夫 平成21年4月

教育心理学

平成21年3月、根本橘夫教授辞任の
ため、平成21年4月、兼任講師として
担当(21)
なお、「教職総合演習B」「教育相談
論」「生徒指導論」は、他に担当教員
がいるため、支障はない。
担当者変更（23）

青年心理学

人格心理学

兼担 教授 長谷　徹 平成23年4月 生徒指導論

兼担 准教授 沼波　秀樹 平成23年4月 教職総合演習A

兼担 教授 長谷　徹 平成23年4月
児童学概論
教師論
教職総合演習A

数理と情報1 基礎数学a

より専門性の高い教員への変更（22）
「数理と情報3 線形数学」、「数理と情
報16 統計解析」は、学年進行に伴い
開講せず（23）
平成23年3月、細渕昌美教授退職に
伴う担当教員の変更（23）
平成22年6月、大穀剛一准教授死亡
による変更（23）

数理と情報2 基礎数学b

数理と情報17 数学トピックス

多変量統計入門

総合演習3 海外研
修2
総合演習3 海外研
修2

総合演習2 海外研修1

兼担

兼担

准教授

教授

大穀　剛一

畝部　典子

平成22年4月

平成23年4月

兼担 准教授 森　朋子 平成22年4月

兼担 教授 松野　妙子 平成21年4月 担当教員間の科目分担の見直し（23）
兼任 講師 儀利古　幹雄 平成23年4月

英語1 Basic English1

英語2 Basic English2

兼担 教授 吉川　晴美 平成21年4月

兼担 教授 渡辺　健一 平成21年4月

田中　愛

平成21年4月

平成23年4月

英語1 Basic
English1
英語2 Basic
English2

兼担 准教授 畝部　典子 平成21年4月

英語2 Basic English2※ 兼任

昇任による職名変更（21）

担当教員間の科目分担の見直し（23）

兼担 准教授 大嶋　徹 平成21年4月

からだと健康6 レクリエーション概論

教授

講師

教授 平成22年4月

兼担 准教授 大和田　寛 平成21年4月

兼担 准教授 大橋　竜太

昇任による職名変更（23）
「社会と生活3 くらしと人権」は、学年
進行に伴い開講せず（23）
開講クラス数増のため担当者追加
（23）

平成23年4月 総合演習１ 基礎ゼミ
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昇任による職名変更（21）

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

平成21年3月、白井優子准教授辞任
のため担当者変更(21)
日朝秀宜講師辞任による担当者変更
（23）

「食文化特論Ａ」は、学年進行に伴い
開講せず（23）

平成21年4月

平成21年4月

平成21年4月

平成22年9月、松月准教授辞任によ
る担当者変更（23）

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

昇任による職名変更（22）

専門性の高い担当者への変更（23）

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

保育学

家庭科教育法C※

日本語8日本語基礎・レポート4

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

兼担

児童学概論※

日本語2日本語基礎・読解2

日本語3日本語基礎・読解3

日本語7日本語基礎・レポート3

日本語4日本語基礎・読解4

准教授

フードサービスビジネス論

日本語5 日本語基礎・レポート1

日本語6 日本語基礎・レポート2

日本語1日本語基礎・読解1

平成23年4月兼担 講師 吉野　知子

自然と環境13  環境と資源

兼担 准教授 松月　弘恵 平成23年9月

自然と環境14 体験で学ぶ自然科学

自然科学実験法※

フードサービスビジネス論

数理と情報11 コンピュータ演習a

数理と情報12 コンピュータ演習b

自然と環境7 海の生物学

自然と環境8 生物学入門

数理と情報6 統計学演習

数理と情報8 情報ネットワーク

数理と情報9 ゲーム理論

数理と情報１０ コンピュータ概論

数理と情報11 コンピュータ演習a

数理と情報12 コンピュータ演習b

数理と情報13 コンピュータ演習c

数理と情報14 プログラミング演習

数理と情報15 コンピュータグラフィックス

兼担 准教授 千葉　一博 平成21年4月

英語3 Listening&Speaking1

数理と情報7 情報論

英語4 Listening&Speaking2

英語10 実用英語検定講座1

英語11 実用英語検定講座2

社会と生活11 日本の歴史

英語1 Basic English1※

英語2 Basic English2※

食文化特論A

衣環境学概論
生き方の問題11大
江スミ先生を語る

文化と表現3 外国の言語と文化b

英語1 Basic English1

英語2 Basic English2

兼担 准教授 蒲池　香津代 平成23年4月

兼任 講師

平成21年4月

平成23年4月 教育相談論

兼担 准教授 小野　眞理子 平成21年4月 児童学概論※

兼担 教授

兼担 准教授 宿谷　良夫 平成21年4月

足立　綾 平成22年9月 文化と表現3 外国の言語と文化b

平成22年9月、宿谷良夫准教授退職
に伴う担当教員の変更（23）

英語1 Basic English1

英語2 Basic English2

英語3 Listening&Speaking1

英語4 Listening&Speaking2

英語10 実用英語検定講座1

英語11 実用英語検定講座2

兼任 講師 大穀　郁子 平成22年9月

兼担 准教授 白井　優子 平成21年4月
兼任

兼担

講師

教授

日朝　秀宜

熊井　保

平成21年9月

平成23年4月

社会と生活11 日本
の歴史
社会と生活11 日本
の歴史

兼担 准教授 大穀　剛一 平成21年4月 兼任 講師 中妻　結 平成23年4月
英語1 Basic English1 平成22年6月、大穀剛一准教授死亡

のため、担当者変更（23）

兼担 准教授 高尾　純宏 平成22年4月

英語2 Basic English2

平成21年4月、非常勤講師採用のた
め、科目担当者の変更(21)
「数理と情報8 情報ネットワーク」、「数
理と情報9 ゲーム理論」、「数理と情
報13 コンピュータ演習c」、「数理と情
報14 プログラミング演習」、「数理と情
報15 コンピュータグラフィックス」、は
学年進行に伴い開講せず（23）

兼任 講師 江戸　浩幸 数理と情報13 コンピュータ演習c

兼任 講師 堀越　真理子 数理と情報13 コンピュータ演習c

兼任 講師 吉田　真澄 数理と情報15 コンピュータグラフィックス

兼担 准教授 沼波　秀樹 平成21年4月

兼担 教授 土屋　富雄 平成23年4月

数理と情報11 コンピュータ演習ａ

専門性の高い教員への変更（23）
「自然科学実験法」は、開講クラス数
減のため担当せず（23）
「数理と情報6 統計学演習」、「自然と
環境14 体験で学ぶ自然科学」は、学
年進行に伴い開講せず（23）

数理と情報12 コンピュータ演習ｂ

自然と環境7 海の生物学兼担 教授 岩見　哲夫 平成23年4月

兼担 准教授 森　朋子 平成21年4月

山田　順子 平成23年4月

生き方の問題5心理
学a
i生き方の問題6心理
学b
教育学概論
教育心理学
教職総合演習A

兼担 准教授 吉田　博幸 平成23年4月

からだと健康9健康
スポーツ演習a
からだと健康10健康
スポーツ演習b
からだと健康12健康
スポーツ演習d

兼担 講師 新開　よしみ 平成21年4月

准教授 平成22年4月

兼任 講師 義永　睦子 平成23年4月 児童学概論

兼担 講師 奈良　一寛 平成23年4月
食品学概論
機器分析法
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准教授

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

平成23年4月、東京家政学院大学現
代生活学部助教に就任のため（23）

平成23年4月、東京家政学院大学現
代生活学部助教に就任のため（23）

平成23年4月、東京家政学院大学現
代生活学部助教に就任のため（23）

「服飾造形実習Ⅱ」は、学年進行に伴
い開講せず（23）

五十野惇講師辞任による担当者変更
（23）

伊東蘆一講師辞任による担当者の変
更(23)

担当講師死去により、担当者の変更
(22)
「文化と表現6 日本の伝統芸能」は、
学年進行に伴い開講せず（23）

海老原光子講師辞任による担当者変
更（23）

専門性の高い担当者への変更（23）

小野由美子講師辞任による担当者変
更（23）

担当講師辞任により、担当者の変更
(22)

金子能呼講師辞任による担当者変更
（23）

平成23年4月
日本語7 日本語基礎・レポート3

平成21年4月
日本語8 日本語基礎・レポート4

日本語10 日本語応用2

兼任 講師 川上　麻理

日本語7 日本語基礎・レポート3

消費者情報論

消費者行政と法律

消費者教育

食料経済 兼任 講師 数納　朗 平成23年4月 食料経済

兼担 教授 土屋　富雄 平成23年4月

教育課程論

特別活動論

教育方法・技術論

消費者情報論
兼任 講師 小野　由美子 平成21年9月

韓国語3 韓国語初級1

韓国語5 韓国語中級1

韓国語6 韓国語中級2

兼任 講師 大野　祐二 平成21年4月

兼任 講師 海老原　光子

韓国語2 韓国語入門2

講師 伊東　蘆一

家庭看護

韓国語1 韓国語入門1

平成21年4月

兼任 講師

平成22年4月

食科学概論※

兼任 講師 井上　伸子 平成22年9月 文化と表現6 日本の伝統芸能

兼任

服飾造形実習Ⅱ

博物館情報論

視聴覚教育メディア論

荒井　やよい 平成22年9月

平成23年4月

フランス語1 フランス語入門1

フランス語2 フランス語入門2

フランス語3 フランス語初級1

フランス語4 フランス語初級2

兼任 講師 綾部　素幸 平成21年4月

フランス語5 フランス語中級1

フランス語6 フランス語中級2

フランス語1 フランス語入門1

英語5 Reading1

英語6 Reading2

フランス語3 フランス語初級1

フランス語4 フランス語初級2

英語9 英会話集中講座

英語7 Writing1

英語8 Writing2

英語5 Reading1

英語6 Reading2

英語3 Listening&Speaking1

英語4 Listening&Speaking2

兼担 講師 橋本　文子 平成21年4月

英語1 Basic English1

英語2 Basic English2

英語3 Listening&Speaking1

英語4 Listening&Speaking2

兼任 講師 奈須　麻里子 平成23年4月

平成22年4月

昇任による職名変更（22）
担当教員間の科目分担の見直し（23）

英語1 Basic English1

英語2 Basic English2

英語5 Reading1

英語6 Reading2

兼担 講師 Mark　Lewis 平成21年4月

兼担 准教授 大和田　寛 平成23年4月

教育課程の充実を図るため担当者変
更(21)
「英語7 Writing1」、「英語8 Writing2」、
「英語5 Reading1」、「英語6
Reading2」は、開講クラス数減のため
担当せず（23）

兼担 講師 萱原　雅弘 平成21年4月
英語7 Writing1

英語8 Writing2

教育相談論

兼担 助教 佐々木　麻紀子 平成23年4月
衣管理学実験
応用染色実習Ⅰ

兼担 講師 柳瀬　洋美 平成23年4月

高分子材料学実験
染色学実験

兼担 助教 松本　幸子 平成23年4月
衣構成学実習Ⅰ
衣構成学実習Ⅲ

兼担 助教 花田　朋美 平成23年4月

兼任 講師 久保 ｱﾆｰ･ﾌﾗﾝｽ 平成21年4月

「フランス語1フランス語入門1」、「フラ
ンス語2フランス語入門2」は、開講ク
ラス数増のため担当教員追加（23）
開講クラス数増のため担当教員追加
（23）
「フランス語3フランス語初級1」、「フラ
ンス語4フランス語初級２」は、開講ク
ラス数減のため担当せず（23）
「フランス語5 フランス語中級1」、「フ
ランス語6 フランス語中級2」は、学年
進行に伴い開講せず（23）平成23年4月

フランス語2 フランス語入門2

兼任 講師 五十野　惇 平成23年4月

兼任 講師 有田　寛之

視聴覚メディア論

兼担 講師 三宅　紀子 平成23年4月 食科学概論

兼任 講師 有田　寛之 平成23年4月

文化と表現6 日本の伝統芸能

兼担 准教授 吉賀　成子 平成23年4月 家庭看護

兼任 講師 土田　牧子 平成22年4月

兼任 講師 小川　修一 平成22年4月

講師 柿野　成美 平成22年4月

「韓国語5 韓国語中級1」、「韓国語6
韓国語中級2」は、学年進行に伴い開
講せず（23）

兼担 教授 長谷　徹 平成23年4月 特別活動論

韓国語4 韓国語初級2

消費者教育

兼任 講師 金子　能呼 平成23年9月

兼任 講師 早野　木の実 平成22年4月兼任

川上麻理講師辞任による担当者変更
（23）

日本語8 日本語基礎・レポート4

兼担 准教授 内田　宗一 平成23年4月 日本語10 日本語応用2

兼任 講師 斉木　美紀
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川越仁恵講師辞任による担当者変更
（23）

国友真知子講師辞任による担当者変
更（23）

小祝康紀講師辞任による担当者変更
（23）

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

担当講師辞任により、担当者の変更
(22)

齋藤美保子講師辞任による担当者変
更（23）

担当講師辞任により、担当者の変更
(22)

担当講師辞任により、担当者の変更
(22)

平成22年4月

担当講師辞任により、担当者の変更
(22)

兼任 平成22年4月 教育相談論

兼任 講師 高田　葉子 平成21年4月 文化と表現10 色彩論

教育相談論 兼担

からだと健康9 健康スポーツ演習a

からだと健康10 健康スポーツ演習b

兼任 講師

兼任 講師 外川　重信 平成21年4月

瀬尾　弘子 平成21年9月

ドイツ語6 ドイツ語中級2

基礎調理

山田　順子准教授

兼担 教授

兼担 講師 山﨑　薫

地球環境と消費者

ドイツ語1 ドイツ語入門1

兼任 講師 鈴木　元久 平成21年4月

ドイツ語2 ドイツ語入門2

ドイツ語3 ドイツ語初級1

ドイツ語4 ドイツ語初級2

ドイツ語5 ドイツ語中級1

からだと健康10 健康スポーツ演習b

文化と表現9 美学･美術史

自然と環境１ 物理学入門

基礎物理学

日本語9  日本語応用1

兼任 講師 杉浦　由紀子 平成21年4月
日本語3 日本語基礎・読解3

日本語4 日本語基礎・読解4

兼担 准教授

食品の機能と物性※

日本語1 日本語基礎・読解1

森　朋子

日本語2 日本語基礎・読解2

日本語9  日本語応用1

講師 奈良　一寛

自然科学の記述法

家庭電気・機械・情報処理 兼担 教授

衣環境衛生学

家庭科教育法D

自然と環境2 生活の中の物理

平成23年4月椛田　考一

兼任 講師 神山　久美 平成23年4月

生き方の問題3 倫理学入門

生き方の問題4 生命倫理

生き方の問題2 現代の哲学

平成23年4月

文化と表現5 音楽b

道徳教育論

社会と生活8 経済学入門

生き方の問題1 哲学入門

兼任 講師 国友　真知子 平成21年4月

数理と情報11 コンピュータ演習a 担当教員辞任。なお、他に担当者が
いるため支障はない（23）数理と情報12 コンピュータ演習b 数理と情報12 コンピュータ演習b

数理と情報11  コンピュータ演習a

兼任 講師 工藤　芳彰 平成21年4月

家庭の法律兼任 講師 木村　くに子 平成23年4月

社会と生活5 社会学入門兼任 講師 川越　仁恵 平成21年4月 社会と生活5 社会学入門

兼担 講師 山原　麻紀子 平成23年4月 文化と表現5 音楽b

兼担 教授 小池　澄男 平成23年4月

兼任 講師 久保田　英助 平成22年9月
開講クラス数増のため担当者追加
（23）平成23年4月 教育制度論

兼任 講師 小祝　慶紀 平成21年4月 兼担 教授 小野塚　久枝 社会と生活8 経済学入門

兼任 講師 紺野　馨 平成21年4月

兼任

兼担

講師

教授

関口　光春

鈴木　元久

平成21年4月

平成23年4月

生き方の問題1 哲
学入門
生き方の問題2 現
代の哲学
生き方の問題1 哲
学入門
生き方の問題2 現
代の哲学

担当講師辞任により、担当者の変更
(21)
平成22年3月、関口光春講師辞任に
よる担当者変更（23）

兼担 教授 鈴木　元久

生き方の問題3 倫理学入門

生き方の問題4 生命倫理

兼任 講師 斉木　美紀 平成23年4月

日本語5日本語基
礎・レポート1
日本語6日本語基
礎・レポート2
日本語9日本語応用
1

兼任 講師 齋藤　秀子 平成23年4月 兼担 教授 植竹　桃子 平成22年4月 衣環境衛生学

兼任 講師 齋藤　美保子 平成23年9月 家庭科教育法D

兼任 講師 坂田　都子 平成21年4月

坂田都子講師辞任による担当者変更
（23）
「自然と環境2 生活の中の物理」は、
学年進行に伴い開講せず(23)

兼担 教授 岩見　哲夫 平成23年4月 自然科学の記述法

家庭電気・機械・情報処理

平成22年4月 食品の機能と物性※

平成23年4月

兼任 講師 佐藤　史子 平成21年4月

平成22年4月

日本語3 日本語基礎・読解3

兼担

杉浦由紀子講師辞任による担当者変
更（23）日本語4 日本語基礎・読解4

兼任 講師 杉本　亮子 平成21年4月

兼任 講師 佐藤　史子

からだと健康9 健康スポーツ演習a

兼任 講師 鈴木　桂子 平成21年4月

兼任 講師 鈴木　隆行 平成21年4月

自然と環境1 物理学
入門
基礎物理学
自然と環境1 物理学
入門
基礎物理学

担当講師辞任により、担当者の変更
(21)
平山尚子講師辞任による担当者変更
（23）

兼任 講師 鈴木　智恵子 平成22年9月

兼任

兼任

講師

講師

平山　尚美

中村　理

平成21年4月

平成23年4月

平成22年4月より、東京家政学院大学
現代生活学部教授に就任(22)
「ドイツ語5 ドイツ語中級1」、「ドイツ語
6 ドイツ語中級2」は、学年進行に伴い
開講せず（23）
開講クラスの増加により、担当科目を
追加(23)

平成23年4月 総合演習1基礎ゼミ

平成22年4月 基礎調理

担当講師辞任により、担当者の変更
(22)
担当者変更(23)

基礎料理

平成23年4月
官能検査論
食科学実験・実習Ⅱ

官能検査論

食科学実験・実習Ⅱ※

兼担 講師 三宅　紀子 平成23年4月

兼担 准教授 小口　悦子

講師 高澤　健司 平成22年4月
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高梨千恵講師辞任による担当者変更
（23）

「児童福祉論」は、学年進行に伴い開
講せず(23)
本人の申し出により、改名

竹内修講師辞任による担当者変更
（23）

担当講師辞任により、担当者の変更
(22)

出口雅敏講師辞任による担当者変更
（23）

中村ひろ子講師辞任による担当者変
更（23）

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

届出時、記載漏れ(22)

日朝秀宜講師辞任による担当者変更
（23）

担当講師辞任により、担当者の変更
(22)
「生き方の問題9生活史」は、学年進
行に伴い開講せず（23）

平野由里子講師辞任による担当者変
更（23）

「文化と表現15 プレゼンテーション」
は、学年進行に伴い開講せず（23）

担当講師辞任により、担当者の変更
(22)

開講クラス数増のため担当者追加
（23）

吉岡友治講師辞任による担当者変更
（23）

「文化と表現14 身体表現法」は、学年
進行に伴い開講せず（23）

からだと健康10 健康スポーツ演習b

兼任 講師 宮崎　晃子 平成21年9月

「生き方の問題8 家族の社会学」は、
学年進行に伴い開講せず（23）
「家政学原論」は、開講クラス数減の
ため担当せず(23)

兼任 講師

担当教員辞任。なお、他に担当者が
いるため支障はない（23）

「家族論」は、学年進行に伴い開講せ
ず(23)

平成22年4月 生活と倫理

平成23年4月 社会と生活12 世界史の中の日本

平成22年4月

兼任 講師 西尾　宏 平成23年9月

博物館実習

文化と表現12 日本服飾文化史 兼担

消費科学

中国語6 中国語中級2

文化と表現2 外国の言語と文化a

准教授 蒲池　香津代

兼任 講師 足立　綾

中国語3 中国語初級1

中国語2 中国語入門2

中国語4 中国語初級2

中国語5 中国語中級1

生き方の問題12 生涯教育論

生涯学習概論

中国語1 中国語入門1

生き方の問題12 生涯教育論
平成23年4月兼任 講師 辻　智子 平成23年4月

アパレルデザイン論・演習

兼任 講師 竹内　修 平成21年9月

兼任 講師 築田　菜穂子 平成22年4月

文化と表現4 音楽a

消費経済論

児童福祉論

消費経済論 兼担 教授

平成21年4月

平成23年4月

兼任 講師 瀧口　眞央

兼任 講師 高梨　千恵 平成22年4月 新田　義則

兼任 講師 瀧口　美智代 平成22年9月

文化と表現4 音楽a

兼担 准教授 藤田　恵子 平成22年4月 アパレルデザイン論・演習

兼担 講師 山原　麻紀子 平成23年4月

辻智子講師辞任による担当者変更
（23）生涯学習概論

兼任 講師 辻　リン 平成21年4月
「中国語5 中国語中級1」、「中国語6
中国語中級2」は、学年進行に伴い開
講せず（23）

兼任 講師 阿比留　久美

兼任 講師 出口　雅敏 平成21年9月 平成23年4月 文化と表現2 外国の言語と文化a

兼任 講師 奈須　麻里子

兼任 講師 中村　ひろ子 平成21年4月

英語3 Listening&Speaking1 開講クラス数増のため担当者追加
（23）英語4 Listening&Speaking2

平成23年4月 文化と表現12 日本服飾文化史

平成23年4月

兼任 講師 野坂　尊子 平成21年4月

教育方法・技術論

生き方の問題8 家族の社会学

家政学原論※

兼任 講師 平成23年4月 家庭科教育法C中村　洋子

白　 恩正 平成23年4月

博物館経営論

家族論

比較家族論

兼任 講師 服部　敏史

兼任 講師 林　葉子 平成22年9月

平成23年9月

兼任 講師 早野　木の実

兼任 講師 日朝　秀宜 平成21年9月 社会と生活12 世界史の中の日本 兼任 講師 筒井　裕

兼任 講師 東四柳　祥子 平成22年9月 生き方の問題9 生活史 兼担 教授 西海　賢二 生き方の問題9 生活史

兼任 講師 平野　由里子 平成21年4月 文化と表現11 西洋服飾文化史 兼担 准教授 蒲池　香津代 平成23年4月 文化と表現11 西洋服飾文化史

兼任 講師 本多　麻子 平成22年4月
心理学実験Ⅰ※

心理学実験Ⅱ※

文化と表現15 プレゼンテーション

生き方の問題7 人間関係論

兼任 講師 増田　勝 平成22年9月

兼任 講師 松井　知子 平成21年4月

兼任 講師 松村　有二 平成22年4月

からだと健康9 健康スポーツ演習a

からだと健康10 健康スポーツ演習b

社会調査法 兼担

兼任 講師 南　英樹 平成21年4月

開講クラスの増加により、担当科目を
追加(21)

平成22年4月 社会調査法教授 土屋　富雄

平成23年9月

平成21年4月 からだと健康9 健康スポーツ演習a

兼任 講師 森崎　ひろみ 平成23年4月 教育相談論

テキスタイルデザイン実習Ⅰ

テキスタイルデザイン実習Ⅱ

兼任 講師 山本　啓子 平成23年9月 服飾工芸実習

兼任 講師 山縣　雅子

兼任 講師 吉岡　友治 平成21年4月

平成23年4月 文化と表現7 日本の言語表現

文化と表現14 身体表現法

文化と表現7 日本の言語表現 兼担 准教授 内田　宗一

自然と環境11 地球の科学兼任 講師 吉川　一朗 平成21年4月



氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名

担当講師辞任により、担当者の変更
(22)
「からだと健康4 メンタルヘルス」は、
学年進行に伴い開講せず（23）

「現代社会と子ども・青年」は、学年進
行に伴い開講せず(23)

兼任 講師 渡辺　直樹 平成22年4月 からだと健康4 メンタルヘルス
兼任 講師 松井　知子 平成22年4月 からだと健康4 メン

タルヘルス

兼任 講師 渡辺　みえこ 平成21年4月
日本事情1 日本の歴史と文化1

兼担 准教授 内田　宗一 平成23年4月
日本事情１ 日本の歴史と文化１ 渡辺えみこ講師辞任による担当者変

更（23）日本事情2 日本の歴史と文化2 日本事情２ 日本の歴史と文化２

現代社会と子ども・青年

（注）・届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

兼任 講師 渡部　謙一 平成22年9月

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「届出時の計画」には開設時現在の満年齢（科目就任時の満年齢ではありません）を，「変更状況」には

　　　　平成２３年５月１日現在の満年齢を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

（２） 専任教員数

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　考

教　授 准教授 講　師 助　教 計 助　手 教　授 准教授 講　師 助　教 計 助　手

8 3 2 - 13 4 0 0 0 - 0 0

（　4　） ［ △8 ］ ［ △3 ］ ［ △2 ］ ［　-　］ ［ △13 ］ ［ △4 ］

現代生活学部設置に伴い所
属変更のため（7　その他全
般的事項（１） 設置計画変
更事項等を参照)( 8 ) ( 3 ) （　1　） （　-　） ( 12 )

（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２３年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）



（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

（注）・届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

　平成20年度に2名の専任教員が退職することになったが、退職の理由はやむを得ないと判断した。1名は後任の専任教員を補充し、他の1名の
教員が担当していた科目については、学内の現有教員が分担可能であり、学生の履修等の影響はない。
　学生には年度初めに開催するオリエンテーションにおいて十分な説明を行うこととしている。
　平成21年度に1名の専任教員が退職することになったが、退職理由はやむを得ないと判断した。後任に専任教員を補充し学生の履修等に支障
はない。
　平成22年4月、現代生活学部の開設に伴いすべての専任教員は現代生活学部の専任教員となった。在学生への対応は本計画にある教員が責任
を持って教育に当たっている。また、教員組織は維持され、教授会、学科会議等も定期的に開催されている。

３ 教授 川上梅 自己都合退職

２ 准教授 清水理子 他大学からの割愛願による退職

１ 教授 江原絢子 自己都合退職

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由



区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 該当なし

（22年1月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 該当なし

（23年2月）

６　留意事項に対する履行状況等

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，毎年度，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料を添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記入して

（注）・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

　　　　してください。

　　　　ください。



認　可　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

（１） 設置計画変更事項等

　　　・　届出書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

①教員の専任等区分の変更 ①平成21年5月1日、東京家政学院大学現代生活学部設置届
出書（東家政改第21047号）を提出、平成21年6月30日受理
された。
　このことに伴い、本学科所属の専任教員は、現代生活学
部所属と変更となり、届出時、専任であった教員が兼担と
変更になった。
　在学生への対応は本計画にある教員が専任教員と同様の
体制で運営されている。また、教員組織は維持され、教授
会、学科会議等も定期的に開催されている。

７　その他全般的事項

＜家政学部　現代家政学科＞

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

（注）・　１～６の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

 東京家政学院大学教育改善（ＦＤ）委員会規則

（目的及び設置）

第１条　東京家政学院大学の教育理念及び教育目標に基づき、教員が主体的に行う授業改善に資することを目的とし、教
育方法の研究、工夫を積極的に推進するため、学長のもとに、東京家政学院大学教育改善（ＦＤ：ファカルティ・ディベ
ロップメント）委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（任務）

第２条　委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項の企画・推進を図ることを任務とする。

（１）教育研究及び授業改善のための基本方針の策定に関する事項

 (２) 研修会及び講習会の開催に関する事項

 (３) 教員の教授活動相互研鑽に関する事項

 (４) 学生による授業評価の実施、結果分析及びフィードバックに関する事項

 (５) 学生の勉学能力の育成に関する事項

 (６) 学部間共通カリキュラムの開発支援に関する事項

 (７) 教員のＦＤ活動の指針に関する冊子及びＦＤ活動報告書の刊行

 (８) その他委員会が必要と認めた事項

（組織）

第３条　委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

 (１) 現代生活学部長、家政学部長、人文学部長及び大学院研究科長

 (２) 現代生活学部の各学科及び大学院から選出された専任教員　各１名

 (３) 学生部長

 (４) 大学事務局長

 (５) その他学長が指名する者

（任期）

第４条　前条第２号の委員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。

２　補充の委員の任期は、前任者の残任期間とする。



・公開授業（教員相互の授業参観）

・授業評価、公開授業参観、研究会

・ＦＤ講演会（年間3回実施）

（委員長及び副委員長）

第５条　委員会に、委員長及び副委員長を置く。

２　委員長は、第３条第１号の委員のうちから、互選により、これに充てる。

３　副委員長は、委員のうちから、委員会の同意を得て、委員長が指名する。

４　委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

５　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。

（学内の他組織との連携）

第６条　委員会は、必要に応じて自己評価委員会及び学務委員会と連携するものとする。

（委員以外の者の出席）

第７条　委員会が必要と認めたときは、委員以外の者を会議に出席させることができる。

（事務）

第８条　委員会の事務は、学生部教務課が行い、必要に応じて関係部署がこれに協力するものとする。

（雑則）

第９条　この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定める。

　附　則

この規則は、平成17年10月20日から施行し、平成17年4月1日から適用する。

　附　則

１　この規則は、平成20年7月17日から施行する。

２　この規則の施行後、最初に選出された第３条第２号の委員の任期は、第４条第１項の規定にかかわらず、平成22年3
月31日までとする。

　附　則

この規則は、平成22年4月1日から施行する。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

平成21年度　第1回　平成21年6月9日(水)

平成21年度　第2回　平成21年10月6日(火)

平成22年度　第1回　平成22年6月3日(木)

平成22年度　第2回　平成22年10月14日(木)

平成22年度　第3回　平成22年12月14日(火)

委員会は、委員会規則第3条のとおり、各学部長、研究科長、学生部長をはじめ各学科から選出された教員で構成されて
いる。

　ｃ　委員会の審議事項等

平成21年度の委員会としての活動内容について審議を行った。

・学生による授業評価の実施について

・公開授業（教員相互の授業参観）について

・研究会の実施について

・授業評価、公開授業参観記録、研究会報告の公表方法について

・ＳＤ・ＦＤ講演会の実施計画について

　ｂ　実施方法

②　実施状況

　ａ　実施内容

・学生による授業評価

　教員が相互に授業参観を行って参観記録を授業担当者に送り、担当者からは授業改善案が参観者に送られる。学期末に
は、参観記録や改善案をもとに学科単位で討論を行い、その結果をFD委員会に報告している。
　学生による授業評価を実施して、分析した結果を担当教員にフィードバックしている。
　FD研究会や講習会を年に数回実施している。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　全教員が参加対象であり、概ね参加している。



　　・平成２２年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受けることを機関決定している。

　FD活動を通じて集められた情報等は担当教員へフィードバックするとともに、冊子の作成およびHP上で公開する準備を
進めている。

　　・大学ホームページ上に公開

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　ｂ　公表方法

　　　　含めて記入してください。

　　・今年度（平成２２年度）、評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受審する。

　　・平成２３年度に受審した結果、平成２３年３月に「認定」の評価を受けた。

（注）・　届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　設置初年度であり、5月時点で設置の趣旨・目的の達成状況を評価する材料として入学者の確保状況について評価する
と、入学定員の８６％しか入学者を確保できなかったことについて、受験生に対して学科の認知度を上げる努力が足りな
かったと思われるので、広報面での対策を含め対策を検討している。
　平成２１年度に家政学部の現代家政学科として設置したが、平成２２年度に家政学部と人文学部を改組して、現代家政
学科、健康栄養学科、生活デザイン学科、児童学科、人間福祉学科の５学科から成る現代生活学部を設置した。
従って、現代家政学科は新たに現代生活学部の中の学科として位置付けが変わるので、教育課程の着実な目的達成が重要
となる。一部教員が辞任のためやむを得ず担当者の変更を行ったことはあるが、それ以外は特に問題はない。
 平成２３年度に、２キャンパス制となり、現代生活学部現代家政学科及び健康栄養学科、家政学部健康栄養学科が町田
キャンパスから千代田三番町キャンパスに移転したことにより、一部教員が異動したが、教育課程編成上特に大きな問題
はない。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

③　認証評価を受ける計画

（３） 自己点検・評価等に関する事項

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・平成２３年３月３１日　公表



　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　　　　メールにてご報告ください。

　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

（注）・「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲載しますので，大学等の

　　　　トップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　　　なお，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，

○　設置計画履行状況報告書

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secchi@mext.go.jp

（４） 情報提供に関する事項

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　（http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/kasei/information/plan.htm）

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（ 2011年6月30日 ）
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